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１．調査目的 

２．調査設計 

青少年及びその保護者を対象として、インターネットの利用状況、フィルタリングの

認知及び普及の状況並びにフィルタリングの改善ニーズ等を調査し、青少年インター

ネット環境整備法の実施状況のフォローアップのための基礎データを得る。 

○方法：調査員による個別面接方式 

○対象：①平成21年11月30日現在で、満10歳から満17歳までの青少年（2,000人） 

    ②上記青少年の同居の保護者（2,000人） 

青少年のインターネット利用環境実態調査結果について 

４．調査結果 

（１）青少年に対する調査結果 
○インターネット利用状況（携帯電話） ｐ３ 

➢携帯電話の所有率は、小学生では約２割、中学生では５割弱、高校生では９６％とほとんどが所有。 

そのうち、小学生の約８割、中高生のほとんどがインターネットを利用。 

○インターネット利用状況（パソコン） ｐ４ 

➢パソコンの使用率は、小学生及び高校生で約８割、中学生で約９割。 

そのうち、小学生の約７割、中学生の約８割、高校生の約９割がインターネットを利用。 

○トラブルや問題行動等の経験 ｐ５ 

➢「チェーンメールが送られてきたことがある」は、中学生の約３割、高校生の約４割が経験。 

「自分が知らない人や、お店などからメールが来たことがある」、「プロフやゲームサイトで知り合った

人とやりとりしたことがある」は、高校生の約２割が経験。 

○トラブルや問題行動等の経験（フィルタリングの有無別） ｐ６ 

➢携帯電話のフィルタリングを使っていない高校生は、使っている高校生より、「チェーンメールが送ら

れてきたことがある」で約 11 ポイント、「プロフなどに自分や他人の情報を書きこんだことがある」で約

10 ポイント多い。 

３．ポイント 

◆携帯電話は、小学生では約２割、中学生では５割弱、高校生では９６％とほとんどが所有。（ｐ３） 

◆携帯電話のフィルタリングは、小学生では約６割、中学生では５割半ば、高校生では約４割が利用。（ｐ17） 

◆トラブルや問題行動等の経験では、携帯電話にフィルタリングを使っていない高校生は使っている高校

生より経験率が高い。（ｐ６） 

◆フィルタリングの利用やペアレンタルコントロールでは、「学んだことがある保護者」が、「特に学んだことは

ない保護者」より多い。（ｐ20、ｐ16） 

◆「家庭のルール」が有りは、携帯電話では約６割、パソコンでは約５割。（ｐ８） 

◆保護者が求める必要な取組は、「有害サイトへの規制強化」と「家庭の取組への支援」が多い。（ｐ24） 



 
 

２

 

 

○トラブルや問題行動等の経験（親子のギャップ） ｐ７ 

➢高校生が経験したトラブル等と、親がそのトラブル等をどの程度認識しているかを比較すると、「チェ

ーンメールが送られてきたことがある」では、親の認識の方が約１２ポイント少なく、「プロフやゲーム

サイトで知り合った人とやりとりしたことがある」では、親の認識の方が約８ポイント少ない。 

○「家庭のルール」の有無 ｐ８ 

➢携帯電話の「ルールを決めている」家庭は約６割、「特にルールを決めていない」家庭は約４割。 

➢パソコンの「ルールを決めている」家庭と「特にルールを決めていない」家庭はほぼ半々。 

○「家庭のルール」（携帯電話）の有無（学校種別） ｐ９ 

➢ルールを決めている家庭は、小学生では約６割、中学生では約７割、高校生では約５割。 

○「家庭のルール」(パソコン)の有無（学校種別） ｐ10 

➢ルールを決めている家庭は、小中学生では５割を超えているが、高校生では４割弱。 

○「家庭のルール」の有無（親子のギャップ） ｐ11 

➢「家庭のルール」について親子間で比較してみると、いずれのルールも子どもより親の回答が多く、 

双方の認識に差がある。  

○フィルタリングの印象（フィルタリングの有無別） ｐ12 

➢「有害サイトにアクセスすることがないので安心できる」は、いずれの学校種でも、フィルタリングを 

使っている青少年が、フィルタリングを使っていない青少年よりも多い。 

➢「インターネットが使いにくくなる」はいずれの学校種でも、フィルタリングを使っていない青少年が、 

フィルタリングを使っている青少年よりも多い。 

 
（２）保護者に対する調査結果 
○保護者の管理（ぺアレンタルコントロール） ｐ15 

➢注意を払っていることとして、「家庭のルールづくり」をあげた保護者は、小中学生の保護者では 45％

前後、高校生の保護者では約 27％と差が大きい。 

○保護者の管理（保護者の学習経験の有無別） ｐ16 

➢携帯電話やパソコンを使用することについて注意を払っていることは、いずれの項目においても、 

「学んだことがある保護者」が、「特に学んだことはない保護者」より多い。 

○フィルタリングの利用 ｐ17 

➢携帯電話のフィルタリング利用率（「インターネットが使えない機種・設定」を含む。）は、小学生で約６

割、中学生で５割半ば、高校生で約４割。パソコンでは、小学生で約４割、中学生で約３割、高校生で

約２割。 

○フィルタリングの利用（携帯電話の購入時期別） ｐ18 

➢携帯電話の購入時期でみると、平成 19 年度以前は約４割、20 年度は約６割、21 年度は５割半ば。 

○フィルタリングに関する販売業者からの説明の有無（携帯電話の購入時期別） ｐ19 

➢ 販売業者に対して「子どもが使用する」旨を申し出た保護者について、携帯電話の購入時期でみる

と、平成 19 年度以前では約５割、20 年度は約８割、21 年度は７割半ば。 

○フィルタリングの利用（保護者の学習経験の有無別） ｐ20 

➢「学んだことがある保護者」が、「特に学んだことはない保護者」よりフィルタリングの利用率が高い。 

○フィルタリングを利用しない理由 ｐ21 

➢携帯電話のフィルタリングを利用しない理由は、「子どもを信用している」が最も多い。 

➢パソコンでは、「親がいるところで使っているので必要ない」、「家族で使っているのでそこまで考えな

かった」が多い。 

○携帯電話やパソコンの危険性についての学習経験 ｐ23 

➢学校を通じて啓発を受けたという回答が、小学生より中高生の保護者で多い。 

○子どものために必要な取組 ｐ24 

➢「有害サイトへの規制を強化する」と「家庭における取組を支援する」が約６割と、他の取組よりも 

多い。 



＜青少年に対する調査＞ 

携帯電話で、インターネットを利用していますか 
 

 

 

○携帯電話の所有率は、小学生では約２割、中学生では５割弱、高校生では９６％とほと

んどが所有。そのうち、小学生の約８割、中高生のほとんどがインターネット（メールを含

む。以下同じ）を利用。 

○携帯電話の所有率につき「１９年調査」の調査結果（携帯電話の使用率）と比較すると*、

小中学生で１割程度低く、高校生では同水準。 

 

 

携帯電話の所有率とインターネット利用率（％）  

 

31.3

21.8

57.6

46.8

96.0

96.0

27.0

16.7

56.3

45.6

95.5

95.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

小学生（19年調査）(319)

（今回調査）（496）

中学生（19年調査）(451)

（今回調査）(524)

高校生（19年調査）(396)

（今回調査）(346)

携帯電話の所有率
（19年調査については使用率）

携帯電話によるインターネット利用率
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* 「19 年調査」（内閣府「第５回情報化社会と青少年に関する意識調査」（平成 19 年 12 月公表））

については、満 10 歳から満 17 歳までの青少年（平成 18 年４月１日現在）2,000 人による携帯電

話・ＰＨＳの使用開始時期に対する回答から使用率を算出。 

 



＜青少年に対する調査＞ 

パソコンで、インターネットを利用していますか 
 

 

 

○パソコンの使用率は、小学生と高校生で約８割、中学生で約９割。そのうち、小学生の約

７割、中学生の約８割、高校生の約９割がインターネットを利用。 

○パソコンの使用率につき「１９年調査」の調査結果と比較すると*、小中学生で上昇傾向

であるが、高校生では逆に低下傾向。 

 

 

 

パソコンの使用率とインターネット利用率（％）  

 

77.4

84 .1

81.2

87.0

88.6

82.4

58.3

61.5

68.7

71.0

74.5

72.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

小学生（19年調査）(319)

（今回調査）(496)

中学生（19年調査）(451)

（今回調査）(524)

高校生（19年調査）(396)

（今回調査）(346)

パソコンの使用率 パソコンによるインターネットの利用率
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* 「19 年調査」については、満 10 歳から満 17 歳までの青少年（平成 18 年４月１日現在）2,000
人によるパソコンの使用開始時期に対する回答から使用率を算出。 

 



＜青少年に対する調査＞ 

インターネットを使って、どのような経験がありますか 
 
 
 
○「チェーンメールが送られてきたことがある」は、小学生では経験者はほとんどいないが、

中学生では３割弱、高校生では４割弱が経験。「自分が知らない人や、お店などからメー

ルが来たことがある」、「プロフやゲームサイトで知り合った人とやりとりしたことがある」

は、高校生の約２割が経験。 

 
 

青少年が経験したトラブル等（％）  複数回答  
 

2 .1

1 .2

1 .2

2 .1

4 .5

0 .6

0 .3

2 .1

0 .3

26 .1

8 .6

3 .8

11 .5

9 .5

6 .8

3 .6

10 .8

1 .6

36 .3

17 .5

6 .1

15 .8

14 .6

9 .6

8 .5

16 .7

3 .5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

チェーンメールが　　　　
送られてきたことがある

自分が知らない人や、　
お店などからメールが　
来たことがある　　　　　

親に話しにくい変なサイト
を見たことがある    　　　

インターネットにのめりこ
んで勉強に集中できない
ことがある　　　　　　　　

夜遅くまでインターネット
にのめりこんで睡眠不足
になることがある　　　　　

チェーンメールを転送した
ことがある　　　　　　　　

プロフなどに自分や他人
の情報を書きこんだことが
ある　　　　　　　　　　　　　

プロフやゲームサイトで知り
合った人とやりとりしたことが
ある　　　　　　　　　　　　　　　

プロフやゲームサイトで知り
合った人と会ったことがある

小学生(335) 中学生(444) 高校生(342)
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＜青少年に対する調査＞ 
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（携帯電話のフィルタリングの有無別） 

インターネットを使って、どのような経験がありますか 
 
 
 
 
 

○携帯電話のフィルタリングを使っていない高校生は、フィルタリングを使っている高校生

より、「チェーンメールが送られてきたことがある」で約 11 ポイント、「プロフなどに自分や

他人の情報を書きこんだことがある」で約 10 ポイント多い。 

 

 

 

高校生が経験したトラブルや問題行動（フィルタリングの有無別）（％） 複数回答 

31.7

16 .7

3 .2

7 .9

16 .7

11 .1

11 .9

42 .9

42 .9

17 .7

13 .1

10 .3

16 .6

17 .7

21 .1

36 .6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

チェーンメールが　　　　

送られてきたことがある

自分が知らない人や、

お店などからメールが

来たことがある　　　　　

プロフなどに自分や

他人の情報を書きこ

んだことがある　　　

チェーンメールを　　

転送したことがある

インターネットにのめり

こんで勉強に集中でき

ないことがある　　　　

夜遅くまでインターネット

にのめりこんで睡眠不足

になることがある　　　　　

プロフやゲームサイトで

知り合った人とやりとり

したことがある　　　　　

あてはまるものはない

フィルタリングあり(126) フィルタリングなし(175)



＜青少年・保護者に対する調査＞ 

（親子のギャップ） 

○自分の子どもが経験していると思いますか（親） 

○インターネットを使って、どのような経験がありますか（子） 
 
 
 
 
 

 

○高校生が経験したインターネット上のトラブル等と、保護者が子どものトラブル等をどの

程度認識しているかを比較すると、「チェーンメールが送られてきたことがある」では、保

護者の認識の方が約１２ポイント少なく、「プロフやゲームサイトで知り合った人とやりと

りしたことがある」では、保護者の認識の方が約８ポイント少ない。 

 
高校生のトラブル等の経験（親子間の比較）（％）  複数回答 
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4 .7

35 .9

6 .2

3 .9

17 .2

8 .6

0 .9

1 .8

9 .2

16 .0

14 .2

16 .6

3 .3

4 .2

23 .5

6 .0

3 .6

11 .9

5 .1

0 .9

0 .9

4 .5

18 .8

17 .9

8 .3

0 .9

0 5 10 15 20 25 30 35 40

悪口やいやがらせのメールを
送られたり、書き込みをされた

ことがある　　　　　　　　　　　　

チェーンメールが送られてきた

ことがある　　　　　　　　　　　　

親に話しにくい変なサイトを見

たことがある　　　　　　　　　　

サイトにアクセスしてお金を請

求され困ったことがある　　　　

自分が知らない人や、お店な

どからメールが来たことがある

プロフなどに自分や他人の情
報を書きこんだことがある　　

悪口やいやがらせのメールを

送ったり、書き込みをしたこと

がある　　　　　　　　　　　　　　

プライバシーを侵害したり、

差別的な内容が掲載されて
いるサイトにアクセスすること

チェーンメールを転送した　　
ことがある　　　　　　　　　　　

インターネットにのめりこんで

勉強に集中できないことが

ある　　　　　　　　　　　　　　　

夜遅くまでインターネットにの

めりこんで睡眠不足になるこ
とがある　　　　　　　　　　　　

プロフやゲームサイトで知り

合った人とやりとりしたことが

ある　　　　　　　　　　　　　　　

プロフやゲームサイトで知り

合った人と会ったことがある

高校生(337) 保護者(336)

 

 



＜青少年に対する調査＞ 

「家庭のルール」はありますか 
 
 
 
○携帯電話の「ルールを決めている」家庭は約６割、「特にルールを決めていない」家庭は

約４割。決められているルールの中では、「利用料金の上限を決めている」が約３割で最

も多い。 

○パソコンの「ルールを決めている」家庭と「特にルールを決めていない」家庭はほぼ半々。

ルールの中では「利用する時間を決めている」が約２割で最も多い。 
 
 
 

家庭でのルールづくり（％）  複数回答 
 

29.5

23.6

18.0

8.7

4.5

3.8

1.6

60.7

38.4

2.2

19.6

12.4

24.1

4.1

9.7

2.5

49.6

49.0

0 10 20 30 40 50 60 70

利用料金の上限を決めている

守るべき利用マナーを決めている

サイトについて、使用を禁止したり
利用内容を決めている　　　　　　 

利用する時間を決めている

メールについて使用を禁止したり
送る相手を制限している　　　　　

利用する場所を決めている

その他

ルールを決めている（計）

特にルールを決めていない

携帯電話(687) パソコン(994)
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＜青少年に対する調査＞ 

「携帯電話のルール」はありますか 
 
 
 
○なんらかのルールを決めている家庭は、小学生では約６割、中学生では約７割、高校生

では約５割。特に、中学生では「利用料金の上限を決めている」、「守るべき利用マナー

を決めている」、「利用する時間を決めている」の３つのルールで、小学生や高校生より

多い。 

 
 
 

家庭のルール（携帯電話）（％）  複数回答  
 

15 .7

22 .2

24 .1

6 .5

11 .1

5 .6

5 .6

60 .2

38 .9

38 .0

31 .4

24 .5

13 .5

6 .1

5 .3

1 .2

73 .5

26 .1

27 .7

18 .1

11 .4

6 .0

1 .2

2 .1

0 .6

51 .2

47 .6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

利用料金の上限を決めている

守るべき利用マナーを決めている

サイトについて、使用を禁止したり
利用内容を決めている　　　　　　 

利用する時間を決めている

メールについて使用を禁止したり
送る相手を制限している　　　　　

利用する場所を決めている

その他

ルールを決めている（計）

特にルールを決めていない

小学生(108) 中学生(245) 高校生(332)
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＜青少年に対する調査＞ 
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「パソコンのルール」はありますか
 
 
 
○なんらかのルールを決めている家庭は、小中学生では５割を超えているが、高校生では

４割弱。ルールの中では、「利用する時間を決めている」は学校種が下がるほど多く、高

校生では約１割に過ぎないが、小中学生では約３割。 

 
 
 
 

家庭のルール（パソコン）（％）  複数回答  
 

29 .9

17 .8

12 .5

12 .1

6 .2

0 .9

5 .0

55 .8

41 .4

28 .2

21 .5

14 .1

11 .4

5 .0

3 .2

1 .5

53 .7

45 .3

11 .2

19 .0

9 .7

4 .1

0 .4

2 .2

1 .1

36 .1

63 .6

0 10 20 30 40 50 60 70

利用する時間を決めている

守るべき利用マナーを決めている

サイトについて、使用を禁止したり
利用内容を決めている　　　　　　 

利用する場所を決めている

メールについて使用を禁止したり
送る相手を制限している　　　　　

利用料金の上限を決めている

その他

ルールを決めている（計）

特にルールを決めていない

小学生(321) 中学生(404) 高校生(269)

 
 
 
 
 



＜青少年・保護者に対する調査＞ 

「家庭のルール」を決めていますか（親子のギャップ） 
 
 
 
○「家庭のルール」について親子間で比較してみると、いずれのルールも子どもより親の回

答が多く、双方の認識に差がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭のルール」の認識（親子間の比較）（％）  複数回答  
 

23 .7

23 .7

18 .3

17 .7

9 .7

5 .2

60 .7

38 .0

31 .5

29 .8

27 .3

20 .4

19 .2

5 .6

74 .4

24 .4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

利用する時間を決めている

守るべき利用マナーを決めている

利用料金の上限を決めている

サイトについて、使用を禁止したり

利用内容を決めている　　　　　　 

利用する場所を決めている

メールについて使用を禁止したり

送る相手を制限している　　　　　

ルールを決めている（計）

特にルールを決めていない

青少年(1153) 保護者(1133)
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＜青少年に対する調査＞ 

 
フィルタリングについて、どのように感じますか 

（フィルタリングの有無別） 

 
 
 
 
○「有害サイトにアクセスすることがないので安心できる」は、いずれの学校種でもフィルタ

リングを使っている青少年の方が、フィルタリングを使っていない青少年よりも多い。最も

多いのは中学生だが、フィルタリングの有無で最も差が開いているのは小学生（約２０ポ

イントの差）。 

○「インターネットが使いにくくなる」はいずれの学校種でも、フィルタリングを使っている青

少年よりもフィルタリングを使っていない青少年の方が多くなり、学校種が上がるほど差

が広がっている。 
 
 フィルタリングの印象（小学生）（％）  複数回答 

 

48 .5

6 .1

10 .6

16 .7

6 .1

6 .1

28 .9

10 .5

7 .9

10 .5

15 .8

－

0 10 20 30 40 50 6

有害サイトにアクセスすることが

ないので安心できる　　　　　　

インターネットが使いにくくなる

子どもの場合、フィルタリングを

利用するかどうかは、親子で相

談して決めるのがよい　　　　　

子どもの場合、フィルタリングを
利用するかどうかは、親が判断

するべきだ　　　　　　　　　　　　　

フィルタリングを利用するかどう
かは、使っている本人が判断す

るのがよい　　　　　　　　　　　　　

子どもの場合、必ずフィルタリン
グを利用しなければならない　

ようにすべきだ　　　　　　　　　　

0

フィルタリングあり(66) フィルタリングなし(38)
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＜青少年に対する調査＞ 

 
 
 
 
 フィルタリングの印象（中学生）（％）  複数回答 

 

66 .2

18 .0

14 .3

24 .1

9 .0

14 .3

51 .6

26 .3

24 .2

10 .5

13 .7

4 .2

0 10 20 30 40 50 60 70

有害サイトにアクセスすることが

ないので安心できる　　　　　　

インターネットが使いにくくなる

子どもの場合、フィルタリングを

利用するかどうかは、親子で相
談して決めるのがよい　　　　　

子どもの場合、フィルタリングを
利用するかどうかは、親が判断

するべきだ　　　　　　　　　　　　　

フィルタリングを利用するかどう

かは、使っている本人が判断す
るのがよい　　　　　　　　　　　　　

子どもの場合、必ずフィルタリン
グを利用しなければならない　

ようにすべきだ　　　　　　　　　　

フィルタリングあり(133) フィルタリングなし(95)
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＜青少年に対する調査＞ 
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 フィルタリングの印象（高校生）（％）  複数回答 

 

52 .4

37 .3

28 .6

13 .5

18 .3

7 .9

39 .2

49 .4

25 .0

8 .0

35 .8

4 .0

0 10 20 30 40 50 6

有害サイトにアクセスすることが

ないので安心できる　　　　　　

インターネットが使いにくくなる

子どもの場合、フィルタリングを

利用するかどうかは、親子で相
談して決めるのがよい　　　　　

子どもの場合、フィルタリングを

利用するかどうかは、親が判断

するべきだ　　　　　　　　　　　　　

フィルタリングを利用するかどう

かは、使っている本人が判断す

るのがよい　　　　　　　　　　　　　

子どもの場合、必ずフィルタリン

グを利用しなければならない　

ようにすべきだ　　　　　　　　　　

0

フィルタリングあり(126) フィルタリングなし(176)
 



＜保護者に対する調査＞ 

子どものために、どのようなことに注意を払っていますか 
 
 
 
○「家庭でのルールづくり」をあげた保護者は、小中学生の保護者では 45％前後、高校生

の保護者では約 27％と差が大きい。 

 

 

 

 

 

保護者による子どもの管理（％）  複数回答  

 

52 .6

38 .9

44 .7

30 .1

23 .7

13 .2

51 .2

44 .6

46 .2

28 .1

25 .3

12 .7

42 .0

43 .8

26 .5

23 .5

22 .6

18 .8

0 10 20 30 40 50 60

子どもがどのような使い方を
しているか、関心をもつこと

インターネットを利用する上
でのマナーや危険性について
子どもと話し合うこと　　　　　　

家庭で利用についての
ルールを設けること　　

フィルタリングの利用など、
有害サイトへのアクセスを
制限すること　　　　　　　　

子どもの使い方を利用明細や
閲覧履歴などで把握すること

注意を払っていることはない

小学生の保護者(342) 中学生の保護者(455) 高校生の保護者(336)
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＜保護者に対する調査＞ 

（親の学習経験の有無別） 

子どものために、どのようなことに注意を払っていますか 
 
 
 
 
 
○携帯電話やパソコンを使用することについて注意を払っていることは、いずれの項目に

おいても、「学んだことがある保護者」が、「特に学んだことはない保護者」より多い。特に、

「マナーや危険性について子どもと話し合うこと」での差が大きい（約 27 ポイントの開

き）。 

 
 
 
保護者による子どもの管理（保護者における学習経験の有無別）（％）  複数回答 

51.1

45 .8

42 .0

28 .7

26 .0

12 .5

32 .1

18 .6

22 .1

14 .3

9 .3

32 .1

0 10 20 30 40 50 60

子どもがどのような使い方を
しているか、関心をもつこと　

マナーや危険性について
子どもと話し合うこと　　　　

家庭で利用についての
ルールを設けること　　　

フィルタリングの利用など、
有害サイトへのアクセスを
制限すること　　　　　　　　

子どもの使い方を利用明細や
閲覧履歴などで把握すること

注意を払っていることはない

学んだことがある保護者(1033) 特に学んだことはない保護者(140)
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＜保護者に対する調査＞ 

フィルタリングを利用していますか 
 
 
 
○携帯電話のフィルタリング利用率（「インターネットが使えない機種・設定」を含む。以下

同じ。）は、小学生で約６割、中学生で５割半ば、高校生で約４割。パソコンでは、小学生

で約４割、中学生で約３割、高校生で約２割。 

 

 

 

 

フィルタリングの利用率（％）  
 

61 .7

39 .3

54 .7

29 .5

38 .7

20 .7

0 10 20 30 40 50 60 70

携帯電話

パソコン

小学生(携帯電話107　パソコン303)

中学生（携帯電話243　パソコン404)

高校生(携帯電話326　パソコン275)

 
 

 17
 



＜保護者に対する調査＞ 

 フィルタリングを利用していますか 

（携帯電話の購入時期別） 

 
 
 
 
○携帯電話の購入時期でみると、平成 19 年度以前は約４割、20 年度は約６割、21 年度は

５割半ば。 

 

 

 

 携帯電話のフィルタリング利用率（％） 

 

54 .9

58 .9

42 .1

0 10 20 30 40 50 60 7

21年度に購入(102)

20年度に購入(146)

19年度以前に購入(387)

0
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＜保護者に対する調査＞ 

（携帯電話の購入時期別） 

販売業者から、フィルタリングに関する説明がありましたか  
 
 
 
 
○販売業者に対して「子どもが使用する」旨を申し出た保護者について、携帯電話の購入

時期でみると、平成１９年度以前では約５割、２０年度は約８割、２１年度は７割半ば。 

 
 
 
 

子どもの使用を申し出た保護者に対する販売業者の説明の有無（％）   
 

73 .9

78 .9

55 .9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

21年度に購入(92)

20年度に購入(128)

19年度以前に購入(331)
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＜保護者に対する調査＞ 

 
フィルタリングを利用していますか  

 
（親の学習経験の有無別）  

 
○携帯電話とパソコンのいずれにおいても、「学んだことがある保護者」が、「特に学んだこ

とはない保護者」よりフィルタリングの利用率が高い。 
 
 
 
 

 20

 
 

 
 
 

（携帯電話） 

学んだことがある保護者（620）    特に学んだことはない保護者（84） 

（パソコン） 

学んだことがある保護者（894）    特に学んだことはない保護者（115） 

フィルタリングの利用率（保護者における学習経験の有無別）（％）  

50 .0

31 .1

34 .5

23 .5

0 10 20 30 40 50

携帯電話

パソコン

60

 



＜保護者に対する調査＞ 

携帯電話にフィルタリングを利用しないのはなぜですか 
 
 
 
○「子どもを信用している」が最も多く、次いで「特に必要を感じない」が多い。 

 
 
 

フィルタリングを利用していない理由（％）  複数回答  
 

41 .7

28 .5

13 .6

12 .6

10 .6

8 .6

3 .3

6 .6

4 .6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

子どもを信用している

特に必要を感じない

フィルタリングサービス自体を

知らなかった　　　　　　　　　　

購入時に説明を受けなかった

子どもからつけないでほしいと

頼まれた　　　　　　　　　　　　　

子どもにとって不便と感じた

お金がかかると思った

その他

特に理由はない
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＜保護者に対する調査＞ 

パソコンにフィルタリングを利用しないのはなぜですか 
 
 
 
○「親がいるところで使っているので必要ない」、「家族で使っているのでそこまで考えなか

った」が多い。 

 
 

フィルタリングを利用していない理由（％）  複数回答  
 

37 .1

37 .0

26 .6

19 .4

15 .2

9 .1

2 .2

1 .9

0 .8

5 .3

3 .8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

親がいるところで使って

いるので必要ない　　

家族で使っているので

そこまで考えなかった

子どもを信用している

特に必要を感じない

フィルタリングサービス自体を

知らなかった　　　　　　　　　　

購入時に説明を受けなかった

子どもにとって不便と感じた

お金がかかると思った

子どもからつけないでほしいと

頼まれた　　　　　　　　　　　　　

その他

特に理由はない
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＜保護者に対する調査＞ 

 
 
 

携帯電話やパソコンの危険性について、説明を受けたり学んだりしたことはありますか 

○学校を通じて啓発を受けたという回答（「学校から配布された啓発資料などで知った」、

「学校の保護者会やＰＴＡの会合などで説明を受けた」）は、小学生より中高生の保護者

で多い。 

 
 

インターネットに関する啓発・学習の経験（％）  複数回答  
 

41 .3

45 .2

14 .5

34 .8

13 .6

5 .9

19 .8

61 .0

43 .4

11 .8

52 .5

9 .7

11 .0

9 .9

52 .2

42 .8

12 .0

58 .1

9 .7

15 .0

11 .4

0 10 20 30 40 50 60 70

学校から配付された
啓発資料などで知った

テレビや本・パンフレットで知った

インターネットで知った

学校の保護者会やＰＴＡの
会合などで説明を受けた

友だちから教えてもらった

携帯電話を買った店員に
説明してもらった　　　　　

特に学んだことはない

小学生の保護者（491） 中学生の保護者（516） 高校生の保護者（341）
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＜保護者に対する調査＞ 
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子どものために、どのような取組が必要だと思いますか 
 
 
 
○「有害サイトへの規制を強化する」と「家庭における取組を支援する」が約６割と、他の取

組よりも多い。 

 

 

子どものインターネット利用に必要な取組（％）  複数回答  

 

63.2

60.6

46.5

45.4

42.5

40.8

37.2

36.2

27.0

0 10 20 30 40 50 60 70

有害サイトへの規制を強化する

「親子のルール作り」など
家庭における取組を支援する

学校における「情報モラル
教育」を充実させる

フィルタリングの
使用を徹底させる

小中学校への携帯
電話の持込を禁止する

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの危険性や
注意すべき点について、

保護者が学ぶ機会を設ける

フィルタリングの性能
や機能を向上させる

安全な利用のための機能・
設定について、業者が販売時に

保護者にきちんと説明する

小中学生には携帯電話を
持たせないようにする
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